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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のスキャンラインと、前記スキャンラインと交差配列して複数の画素領域を形成す
る複数のデータラインとを含む有機発光ディスプレイであって、
　スイッチング回路、画素駆動回路、原色属性を有する画素有機発光素子を含み、前記ス
イッチング回路が、対応するスキャンライン及びデータラインに接続され、各原色属性を
有する前記画素有機発光素子が、原色毎に各データラインに対応して設けられる画素領域
と、
　前記画素駆動回路と異なるものであり、それぞれ各データラインに接続され、その信号
を受け、制御される複数の指示駆動回路と、
　対応して接続された前記指示駆動回路の出力を受けて駆動され、且つ、対応するデータ
ラインに設けられた画素有機発光素子と同じ原色属性を有する複数の指示有機発光素子と
、
　色ずれ補償ユニットと、
　ガンマ曲線コンバータと、
を含み、
　前記指示駆動回路は薄膜トランジスタであり、前記薄膜トランジスタのゲートが、対応
するデータラインに接続され、ソースが、前記画素駆動回路と接続された電圧源と同一の
電源ラインに接続され、ドレインが、前記指示有機発光素子の陽極に接続され、前記指示
有機発光素子の陰極が共通電極に接続され、
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　前記色ずれ補償ユニットは、前記指示有機発光素子の陽極陰極間の電圧であるクロス電
圧を検知し、前記クロス電圧に基づき色ずれを補償するようにガンマ曲線を調整し、
　前記ガンマ曲線コンバータは、前記調整されたガンマ曲線に基づきデジタルピクセルデ
ータをアナログピクセルデータに変換する
　ことを特徴とする有機発光ディスプレイ。
【請求項２】
　前記色ずれ補償ユニットは、原色毎に共通の配線を介して前記指示有機発光素子の陽極
に接続され、前記共通電極を介して前記指示有機発光素子の陰極に接続される請求項１に
記載の有機発光ディスプレイ。
【請求項３】
　前記色ずれ補償ユニットは、前記クロス電圧を検知するクロス電圧検知機と、該クロス
電圧をデジタル信号に変換するアナログデジタルコンバータと、デジタル信号に変換され
た前記クロス電圧の増加率と既定値を比べて増加率が既定値に達した場合のみガンマ曲線
を調整するとともに既定値をアップデートするガンマ曲線調整モジュールと、を含む請求
項２に記載の有機発光ディスプレイ。
【請求項４】
　前記スイッチング回路はスイッチング素子を含むとともに、前記画素駆動回路は画素駆
動素子を含んでおり、前記スイッチング素子と前記画素駆動素子とは相互に接続されてい
る請求項１～請求項３のいずれかに記載の有機発光ディスプレイ。
【請求項５】
　前記スイッチング素子及び前記画素駆動素子は、薄膜トランジスタを含む請求項４に記
載の有機発光ディスプレイ。
【請求項６】
　前記画素有機発光素子は、赤，緑及び青を含む原色属性に対応する前記データラインの
うちのいずれか一つに対応して設けられる請求項１～請求項５のいずれかに記載の有機発
光ディスプレイ。
【請求項７】
　前記指示有機発光素子と同じ原色属性を有するものを、相互に接続する請求項２～請求
項６のいずれかに記載の有機発光ディスプレイ。
【請求項８】
　複数の画素有機発光素子を含む請求項１～請求項７のいずれか１項に記載の有機発光デ
ィスプレイの色ずれ補償方法であって、
　データラインに接続された前記画素有機発光素子の中の一つが駆動された時、前記指示
有機発光素子を駆動するステップ、
　少なくとも一つの指示有機発光素子の陽極と陰極との間のクロス電圧を検知するステッ
プ、
　前記クロス電圧に基づいてガンマ曲線を調整するステップ、
　および、調整されたガンマ曲線に基づきデジタルピクセルデータをアナログピクセルデ
ータに変換するステップ、
　を含むことを特徴とする有機発光ディスプレイの色ずれ補償方法。
【請求項９】
　前記クロス電圧に基づいてガンマ曲線を調整するステップは、
　前記クロス電圧をアナログ形式からデジタル形式に変換するステップ、
　前記デジタル形式のクロス電圧の増加率と第一既定値を比較するステップ、
　および、前記増加率が前記第一既定値に達した場合のみガンマ曲線を調整するとともに
第一既定値をアップデートするステップを更に含む請求項８に記載の色ずれ補償方法。
【請求項１０】
　少なくとも一つの指示有機発光素子の陽極と陰極との間のクロス電圧を検知するステッ
プは、同じ原色属性を有する複数の指示有機発光素子から前記クロス電圧を検知するステ
ップであり、
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　前記クロス電圧に基づいてガンマ曲線を調整するステップは、前記クロス電圧に基づい
て前記複数の指示有機発光素子と同じ原色属性を有する前記ガンマ曲線を調整するステッ
プである、請求項８に記載の色ずれ補償方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光（ｅｌｅｃｔｒｏ－ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｔ）ディスプレイに関し
、特に、有機発光ディスプレイの色ずれ（ｃｏｌｏｒ　ｓｈｉｆｔ）の補償方法に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　フラットディスプレイの技術は、近年、著しく発展している。一部の要因には、例えば
、ガラスなどの基板の上に薄膜トランジスタを製造する技術が成熟したことから、アクテ
ィブマトリクス型のディスプレイ装置の発展を促進したことにある。フラットディスプレ
イの材料には、バックライトの液晶材料が必要であるが、例えば、有機発光ダイオード（
ＯＬＥＤ）などの自己発光できる有機発光装置が積極的に発展している。その多くの利点
には、自己発光できる特性を有する有機発光装置によりディスプレイを構成するため、バ
ックライトディスプレイより明るくできることがある。
【０００３】
　有機発光装置の明度は、使用時間に伴って減衰する。また、異なる色の有発光装置は、
異なる程度の減衰量を有する可能性がある。例えば、青色有機発光装置は、その他の色に
比べ減衰が早い。この結果、ディスプレイのＣＩＥ値（国際色彩協会、International Co
lor Consortiumにより提唱された、デバイスのＲＧＢ色空間の色がＬａｂ色空間の色のど
れに当たるかという対比表による値）をシフトし、表示された画面を黄色に偏らせる。こ
の効果は、「色ずれ」と言われ、赤、緑、青色の明度値は、当初に設計されたようには均
等化しない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　以上のようなことより、本発明は、カラーシフト（色ずれ）効果のない有機発光ディス
プレイと有機発光ディスプレイの色ずれ補償方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、有機発光ディスプレイを提供する。前記有機発光ディスプレイは、両者が交
差配列して複数の画素領域を形成する複数のスキャンラインと複数のデータラインを含み
、少なくとも一つの指示駆動回路と、少なくとも一つの指示有機発光装置を含む。各画素
領域は、スイッチング回路、画素駆動回路と、原色属性を有する画素有機発光装置を含む
。前記スイッチング回路は対応するスキャンラインとデータラインに接続される。前記デ
ータラインと接続された各画素有機発光装置は、同じ色属性を有する。前記データライン
と対応して接続された画素有機発光装置は、同じ色属性を有する。前記画素駆動回路と異
なる指示駆動回路は、各データラインに接続され、その信号を受け、制御される。各指示
有機発光装置は、対応する指示駆動回路に接続され、それを受け駆動され、対応するデー
タラインと接続された画素有機発光装置と同じ原色属性を有する。
【０００６】
　本発明では、もう一つの有機発光ディスプレイの色ずれ補償方法を提供する。前記有機
発光ディスプレイは、複数の画素有機発光装置を含む。前記補償方法は下記のステップを
含む。まず、前記画素駆動回路と異なる前記指示駆動回路を提供し、データラインに接続
される。次に、前記画素有機発光装置と異なる指示有機発光装置を提供し、前記画素駆動
回路に接続される。最後に、前記画素有機発光装置蛾接続された前記データラインの一つ
が駆動された時、前記指示有機発光装置を駆動する。
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【発明の効果】
【０００７】
　本発明の有機発光ディスプレイと有機発光ディスプレイの色ずれ補償方法によれば、異
なる色のガンマ曲線を調整することによって、色ずれ効果を除去、または補償することが
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　本発明についての目的、特徴、長所が一層明確に理解されるよう、以下に実施形態を例
示し、図面を参照にしながら、詳細に説明する。
【実施例】
【０００９】
　図１に示すように、有機発光ディスプレイは、複数のスキャンラインＧ１とＧ２、複数
のデータラインＤ１～Ｄ６、スキャンラインと交差配列して形成された複数の画素領域Ｐ
１～Ｐ１２を含む。前記有機発光ディスプレイは、複数のスイッチング回路ＳＣ１～ＳＣ
１２、複数の画素駆動回路ＰＤＣ１～ＰＤＣ１２、複数の画素有機発光装置Ｌ１～Ｌ１２
、複数の指示駆動回路ＩＤＣ１～ＩＤＣ６と、複数の指示有機発光装置ＬＤ１～ＬＤ６を
含む。各データラインは、それぞれ一つの原色属性を有し、それぞれ対応する同じ原色属
性を有する画素有機発光装置と指示有機発光装置に接続する。
【００１０】
　Ｐ１～Ｐ１２の画素領域は、それぞれ対応するスイッチング回路ＳＣ１～ＳＣ１２、対
応する画素駆動回路ＰＤＣ１～ＰＤＣ１２、対応する画素有機発光装置Ｌ１～Ｌ１２を含
む。前記画素有機発光装置Ｌ１～Ｌ１２の原色属性は、赤、緑または青とすることができ
る。前記スイッチング回路ＳＣ１～ＳＣ１２は、それぞれスキャンラインＧ１とＧ２、デ
ータラインＤ１～Ｄ６と、画素駆動回路ＰＤＣ１～ＰＤＣ１２に接続される。前記画素駆
動回路ＰＤＣ１～ＰＤＣ１２は、それぞれＳＣ１～ＳＣ１２、電源ラインＶDDと、画素有
機発光装置Ｌ１～Ｌ１２に接続される。これらのスイッチング回路と画素駆動回路は、電
圧または電流によって対応する画素有機発光装置を駆動することができる。
【００１１】
　前記データラインＤ１～Ｄ６は、それぞれ対応するＩＤＣ１～ＩＤＣ６に接続される。
前記指示駆動回路ＩＤＣ１～ＩＤＣ６は、それぞれ指示有機発光装置ＬＤ１～ＬＤ６に接
続される。スキャンラインＧ１がオンの時、画素有機発光装置Ｌ１と指示有機発光装置Ｌ
Ｄ１は、同時にデータラインＤ１のデータ信号によって駆動され、前記データ信号に対応
する明度を発する。スキャンラインＧ２がオンの時、画素有機発光装置Ｌ７と指示有機発
光装置ＬＤ１は、同時にデータラインＤ１の信号によって駆動され、対応する明度の光線
を発する。よって、前記指示有機発光装置ＬＤ１が駆動される合計時間は、例えば、同じ
データラインＤ１に同時に接続されたＬ１とＬ７など、全画素有機発光装置の使用時間を
反映する。
【００１２】
　画素有機発光装置の明度は、使用時間の増加に伴って減衰し、またこの現象は、前記画
素有機発光装置の陽極と陰極間のクロス電圧の増加率に反映される。言い換えれば、画素
有機発光装置を長く使用するほど、クロス電圧が大きくなり、明度が小さくなる。同じよ
うな現象は、指示有機発光装置にも現れる。
【００１３】
　対応するデータラインに接続された画素有機発光装置が駆動されて発光した時、指示有
機発光装置も同時に駆動される。よって、同じデータラインで指示有機発光装置が使用さ
れる時間は、全画素有機発光装置の使用時間の合計である。前記指示有機発光装置の使用
時間が長いほど、指示有機発光装置の明度は小さくなり、指示有機発光装置の陽極と陰極
間の対応するクロス電圧は大きくなる。指示有機発光装置のクロス電圧を検出することに
よって、同じデータラインに接続された画素有機発光装置の明度減衰のトータルを測定す
ることができる。
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【００１４】
　図１に示すように、前記指示有機発光装置の陽極と陰極は、色ずれ補償ユニット１１０
に接続されて指示有機発光装置のクロス電圧を検出される。仮にクロス電圧の増加量が一
つの既定値に達した時、対応するガンマ曲線は調整される。例えば、元のクロス電圧が６
Ｖで、一定時間の使用後、測定結果は６.７Ｖとなる。仮に前記値が１０％を超えるよう
に定められた場合、前記増加量は条件に合うため、対応するガンマ曲線は調整される。
【００１５】
　画素有機発光装置Ｌ１～Ｌ１２に所望の明度のグレーレベルを現させるために、ガンマ
曲線コンバータ１２０は、デジタルピクセルデータＰＤ１～ＰＤ６をアナログピクセルデ
ータ（アナログ電圧信号）に変換し、データラインＤ１～Ｄ６に伝送する。言い換えれば
、前記ガンマ曲線コンバータ１２０は、アナログピクセルデータを提供し、前記画素有機
発光装置Ｌ１～Ｌ１２を駆動して、発光の明度のグレーレベルを前記デジタルピクセルデ
ータに対応させる。一定時間の後、特定のデジタルピクセルデータを受けて駆動された前
記画素有機発光装置の明度は減衰する。色ずれ補償ユニット１１０でガンマ曲線を調整す
ることによって、特定のデジタルピクセルデータは、より高い、またはより低い対応する
アナログピクセルデータに変換されて、明度の減衰を補償し、前記画素有機発光装置を駆
動して所望の明度を生じさせる。
【００１６】
　赤、緑、青のような異なる色の画素有機発光装置は、一定の使用時間の後、異なる明度
衰減の程度を有する可能性があり、色ずれ効果を招く。異なる色のガンマ曲線を調整する
ことによって、この色ずれ効果を除去、または補償することができる。
【００１７】
　上述のように、前記スイッチング回路と対応する画素駆動回路は、電圧によって対応す
る画素有機発光装置を駆動することができる。図２は、上述の概念に基づいて達成された
実施例を示しており、前記画素有機発光装置は、電圧を受けて駆動される。スイッチング
回路は、スイッチング装置Ｓ１～Ｓ１２を含む。画素駆動回路は、画素駆動装置Ｔ１～Ｔ
１２を含む。
【００１８】
　スイッチング装置Ｓ１～Ｓ１２は、本実施例で示すような薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）
、またはスイッチ機能を達成できるどんな電子部品でもよい。スイッチング装置Ｓ１～Ｓ
１２のゲートは、データラインに接続される。例えば、スイッチング装置Ｓ１のゲートは
、スキャンラインＧ１に接続され、スイッチング装置Ｓ１～Ｓ１２のソースは、データラ
インに接続され、ドレインは、駆動装置に接続される。前記スイッチング装置Ｓ１のソー
スは、データラインＤ１に接続され、ドレインは、駆動装置Ｔ１に接続される。スイッチ
ング装置のソースとドレイン（本実施例のＴＦＴ）が対称構造であることから、ソースと
ドレインの接続を交換することができる。
【００１９】
　本実施例の画素駆動装置Ｔ１～Ｔ１２は、ＰＭＯＳ薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）である
。しかし、この技術の熟知者は、例えば、ＮＭＯＳ
ＴＦＴ、またはその他、画素有機発光装置を駆動できる電子部品などの、その他のタイプ
のＴＦＴを使用できることが理解できるだろう。画素駆動装置のゲートは、スイッチング
装置に接続される。例えば、画素駆動装置Ｔ１のゲートは、スイッチング装置に接続され
、ソースは、電源ラインに接続され、ドレインは、画素有機発光装置に接続される。例え
ば、画素駆動装置Ｔ１のソースは、電源ラインＶＤＤに接続され、ドレインは、画素有機
発光装置Ｌ１に接続される。ＮＭＯＳ
ＴＦＴを用いて画素駆動装置とした時、前記ＮＭＯＳ ＴＦＴのドレインは、電源ライン
に接続され、ソースは、画素有機発光装置に接続される。
【００２０】
　本実施例の画素有機発光装置Ｌ１～Ｌ１２は、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）である
。しかし、この技術の熟知者は、その他の発光機能を提供できる電子部品を使用できるこ
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とが理解できるだろう。画素有機発光装置の陽極は、画素駆動装置に接続され、陰極は、
例えば、地線などの共通電極に接続される。例えば、画素有機発光装置Ｌ１の陽極は、画
素駆動装置Ｔ１に接続され、陰極は、共通電極ＶＳ１に接続される。本実施例では、Ｌ１
、Ｌ４、Ｌ７とＬ１０は、赤色有機発光ダイオードであり、Ｌ２、Ｌ５、Ｌ８とＬ１１は
、緑色有機発光ダイオードであり、Ｌ３、Ｌ６、Ｌ９とＬ１２は、青色有機発光ダイオー
ドである。
【００２１】
　本実施例の指示駆動回路ＴＤ１～ＴＤ６は、ＰＭＯＳ薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）であ
るが、この技術の熟知者は、例えば、ＮＭＯＳ－ＴＦＴ、または指示有機発光装置を駆動
する機能を提供できる電子部品などの、その他のタイプのＴＦＴを使用できることが理解
できるだろう。例えば、指示駆動回路ＴＤ１のゲートは、データラインＤ１に接続され、
ソースは、電源ラインに接続され、ドレインは、指示有機発光装置に接続される。例えば
、指示駆動回路ＴＤ１のソースは、電源ラインＶＤＤに接続され、ドレインは、指示有機
発光装置ＬＤ１に接続される。指示駆動回路がＮＭＯＳ
ＴＦＴの時、ドレインは、電源ラインに接続され、ソースは、指示有機発光装置に接続さ
れる。
【００２２】
　本発明の指示有機発光装置ＬＤ１～ＬＤ６は、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）である
。しかし、この技術の熟知者は、その他のタイプの発光できる電子部品を使用できること
が理解できるだろう。指示有機発光装置の陽極は、前記指示駆動回路に接続され、陰極は
、共通電極に接続される。例えば、指示有機発光装置ＬＤ１の陽極は、指示駆動回路ＴＤ
１に接続され、陰極は、共通電極ＶＳ１に接続される。本実施例では、ＬＤ１とＬＤ４は
、赤色有機発光ダイオードであり、ＬＤ２とＬＤ５は、緑色有機発光ダイオードであり、
ＬＤ３とＬ６は、青色有機発光ダイオードである。
【００２３】
　指示有機発光装置のクロス電圧は、色ずれ補償ユニット２１０によって受けられる。指
示有機発光装置ＬＤ１とＬＤ４の陽極は互いに接続し、赤色指示有機発光装置の陽極電圧
ＶＲを生成する。前記陽極電圧ＶＲと共通電極ＶＳＳの電圧差は、データラインＤ１とＤ
４に接続した画素有機発光装置の全回路減衰の程度を反映する。色ずれ補償ユニット２１
０の赤色画素有機発光装置のガンマ曲線は、調整され、カラーシフト効果を補償する。指
示有機発光装置ＬＤ２とＬＤ５の陽極は互いに接続し、緑色指示有機発光装置の陽極電圧
ＶＧを生成する。前記緑色画素有機発光装置のガンマ曲線は、前記陽極電圧ＶＧと共通電
極ＶＳＳ間のクロス電圧に基づいて調整される。前記クロス電圧は、データラインＤ２と
Ｄ５に接続された画素有機発光装置の全緑色明度減衰を反映する。指示有機発光装置ＬＤ
３とＬ６の陽極は互いに接続し、陽極電圧ＶＢを生成する。前記青色画素有機発光装置の
ガンマ曲線は、前記陽極電圧ＶＢと前記共通電極ＶＳＳ間のクロス電圧に基づいて調整さ
れる。前記クロス電圧は、データラインＤ２とＤ５に接続した画素有機発光装置の全青色
明度減衰を反映する。色ずれ補償ユニット２１０で赤、緑と青色ガンマ曲線を調整するこ
とによって、前記ガンマ曲線に基づいて、ガンマ曲線コンバータ２２０にデジタルピクセ
ルデータＰＤ１～ＰＤ６を適当なアナログピクセルデータに変換させ、異なる色の画素有
機発光装置の明度を元のレベルに戻すか、または同じレベルにさせる。
【００２４】
　図３は、画素有機発光装置が電流を受けて駆動する本発明のもう一つの実施例である。
画素領域Ｇ１Ｄ１では、スイッチング回路３３５は、データラインＤ１とスキャンライン
Ｇ１に接続され、画素駆動回路３５５は、スイッチング回路３３５と画素有機発光装置３
１０に接続される。その他の画素領域は、同じ構造と回路設計を有する。同じデータライ
ンに接続された画素有機発光装置は、同じ色の属性を有する。３つの隣接するデータライ
ンは、赤、緑と青色の画素有機発光装置に接続することができる。
【００２５】
　前記スイッチング回路３３５は、第一スイッチング装置３２０と第二スイッチング装置
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３３０を含む。本発明では、第一スイッチング装置３２０と第二スイッチング装置３３０
は、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）である。画素駆動回路３５５は、第一画素駆動装置３４
０と第二画素駆動装置３５０を含む。本発明では、第一画素駆動装置３４０と第二画素駆
動装置３５０は、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）である。前記第二画素駆動装置３５０は、
ＰＭＯＳ－ＴＦＴである。第一スイッチング装置３２０のドレインは、スキャンラインＧ
１に接続され、ソースは、第二スイッチング装置３３０のドレインと第一画素駆動装置３
４０のドレインに接続される。第二スイッチング装置３３０のゲートは、スキャンライン
Ｇ１に接続され、ソースは、第一画素駆動装置３４０と第二画素駆動装置３５０のゲート
に接続される。第一画素駆動装置３４０のソースは、画素有機発光装置３１０の陽極と第
二画素駆動装置３５０のドレインに接続される。第二画素駆動装置３５０のソースは、電
源ラインＶＤＤに接続され、ドレインは、画素有機発光装置３１０の陽極に接続される。
画素有機発光装置３１０の陰極は、共通電極ＶＳＳに接続される。この技術の熟知者は、
電流によって画素有機発光装置３１０を駆動する多くの異なる方法があることを理解でき
るだろう。
【００２６】
　図３では、各データラインは、指示駆動回路に接続され、前記指示駆動回路は、指示有
機発光装置に接続されている。前記指示駆動回路は、指示駆動装置３６０を含み、前記指
示駆動装置３６０は、ＰＭＯＳ－ＴＦＴである。指示駆動装置３６０のゲートは、データ
ラインＤ１に接続され、ソースは、電源ラインＶＤＤに接続され、ドレインは、指示有機
発光装置３７０の陽極に接続される。指示有機発光装置３７０の陰極は、共通電極ＶＳＳ
に接続される。本実施例では、指示有機発光装置３７０は、有機発光ダイオードである。
【００２７】
　上述のように、指示有機発光装置の陽極と陰極は、色ずれ補償ユニット３８０に接続さ
れる。異なる色のガンマ曲線は、指示有機発光装置の陽極と陰極間のクロス電圧に基づい
て調整され、カラーシフト効果を補償する。よって、ガンマ曲線コンバータ３９０は、前
記ガンマ曲線に基づいて、デジタルピクセルデータＰＤ１～ＰＤ６を適当なアナログピク
セルデータに変換する。
【００２８】
　図４は、有機発光ディスプレイの色ずれの補償方法のステップを示している。ステップ
４１０では、それぞれ赤、緑、青色の指示有機発光装置の陽極と陰極間のクロス電圧信号
を受けている。例えば、電圧検知機は、指示有機発光装置の陽極と陰極から送られた電圧
信号を受けるように用いることができる。ステップ４２０では、前記アナログ形式のクロ
ス電圧信号は、デジタル形式に変換される。例えば、デジタルアナログコンバータによっ
て変換される。ステップ４３０では、差異が既定値を超える場合、ステップ４４０でガン
マ曲線の調整を行う。こうして、画素有機発光装置に所望の明度を持たせるために、仮に
、指示駆動回路と画素駆動回路がＰＭＯＳトランジスタを用いる場合、特定のデジタルピ
クセルデータがガンマ曲線に基づいてより低いアナログピクセルデータに変換される（ス
テップ４５０）。
【００２９】
　長時間使用の状況では、前記画素有機発光装置は、ガンマ曲線の調整で元の明度発光を
維持することができない可能性がある。色ずれを補償する、もう一つの方法は、画素有機
発光装置に異なる色の明度を均一にさせることであるが、この方法は全体の明度を元の明
度よりやや低くさせる。よって、例えば、仮に青色有機発光ダイオードの減衰が大きく、
度を越えており、単純に青色ガンマ曲線を調整することで元の明度に戻すことができない
場合、青色有機発光ダイオードの減衰程度を参照して、赤色と緑色のガンマ曲線を調整し
、三原色の明度を均等に維持させる。
【００３０】
　ステップ４４０では、仮にクロス電圧の増加の程度が既定値に達した場合、ガンマ曲線
を調整する。ステップ４５０では、検出されたクロス電圧は、前記既定値をアップデート
させるために再度用いられる。仮にクロス電圧の増加の程度が既定値に満たない場合、減
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衰の程度は、まだ許容範囲にあるため、処理行程は終わる。次の行程は、ステップ４１０
を繰り返し、クロス電圧信号を受ける。
【００３１】
　図５の（Ａ）は、ガンマ曲線Ａを示している。前記ガンマ曲線Ａを通してデジタルピク
セルデータ００００（暗）がアナログピクセルデータ８Ｖに変換され、デジタルピクセル
データ１１１１（明）がアナログピクセルデータ３Ｖに変換される。図５Ｂでは、前記ク
ロス電圧が既定値に達した時、前記ガンマ曲線Ａは、ガンマ曲線Ｂに調整され、デジタル
ピクセルデータ１１１１（明）は、ガンマ曲線Ａの３Ｖでなく、アナログピクセルデータ
２Ｖに変換され、所望の明度を生成する。
【００３２】
　図６では、色ずれ補償ユニット６１０の実施例は、クロス電圧検知機６２０、デジタル
アナログコンバータ６３０とガンマ曲線調整モジュール６４０を含む。前記クロス電圧検
知機６２０は、指示有機発光装置の陽極と陰極から電圧信号を受ける。前記デジタルクロ
ス電圧信号は、デジタルアナログコンバータ６３０によってデジタル形式に変換される。
ガンマ曲線調整モジュール６４０では、クロス電圧の増加率と既定値を比べ、異なる色の
ガンマ曲線を調整し、前記既定値をアップデートする。調整された後のガンマ曲線に基づ
いて、ガンマ曲線コンバータ６７０は、前記デジタルピクセルデータ６５０をアナログピ
クセルデータ６６０に変換し、カラーシフト効果のない、前記有機発光装置を駆動する。
この技術の熟知者は、色ずれ補償ユニット６１０は、その他のハードウェア構造を用いて
ガンマ曲線を調整し、色ずれを補償する目的を達成することができることが理解できるだ
ろう。
【００３３】
　以上、本発明の好適な実施例を例示したが、これは本発明を限定するものではなく、本
発明の精神及び範囲を逸脱しない限りにおいては、当業者であれば行い得る少々の変更や
修飾を付加することは可能である。従って、本発明が保護を請求する範囲は、特許請求の
範囲を基準とする。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】有機発光ディスプレイの色ずれを補償する実施例図。
【図２】画素有機発光装置が電圧によって駆動される有機発光ディスプレイの色ずれを補
償する実施例図。
【図３】画素有機発光装置が電流によって駆動される有機発光ディスプレイの色ずれを補
償する実施例図。
【図４】ガンマ曲線を調整することによって色ずれを補償する実施例図。
【図５】指示有機発光装置のクロス電圧の増加に基づいて調整されたガンマ曲線（Ａ，Ｂ
）。
【図６】有機発光ディスプレイで用いられる色ずれ補償ユニットを示す図。
【符号の説明】
【００３５】
１１０　色ずれ補償ユニット
１２０　ガンマ曲線コンバータ
２１０　色ずれ補償ユニット
２２０　ガンマ曲線コンバータ
３１０　画素有機発光装置
３２０　第一スイッチング装置
３３０　第一スイッチング装置
３３５　スイッチング回路
３４０　第一画素駆動装置
３５０　第二画素駆動装置
３５５　画素駆動回路
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３６０　指示駆動装置
３７０　指示有機発光装置
３８０　色ずれ補償ユニット
３９０　ガンマ曲線コンバータ
６１０　色ずれ補償ユニット
６２０　クロス電圧検知機
６３０　デジタルアナログコンバータ
６４０　ガンマ曲線調整モジュール
６５０　デジタルピクセルデータ
６６０　アナログピクセルデータ
６７０　ガンマ曲線コンバータ

【図５】 【図６】
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摘要(译)

要解决的问题：提供不具有色移（色移）效果的有机发光显示器和有机
发光显示器的色偏补偿方法。 多条扫描线，所述扫描线和交叉阵列包括
多个形成多个像素区域的数据线，其中，每个开关电路，和像素驱动电
路，其具有一个主要属性的像素的有机发光装置连接到对应扫描线和数
据线的像素电路，连接到数据线并具有相同颜色属性的像素有机发光装
置，连接到每条数据线的像素有机发光装置，接收到该信号，至少一个
指令驱动电路被控制，它是由一个连接的指示的驱动电路驱动，并且，
至少一种具有作为相应的数据线和连接到有机发光装置中的像素相同的
主颜色属性有机发光显示器包括指示器有机发光器件。 点域1
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